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本稿は、韓国の民俗的自然観を重要無形文化財にも指定されている r911~1 烏テイベノリ J の儀
礼分析から明らかにしようとするものである O 韓国において、重要無形文化財が文化財保護法
に指定できる法的根拠が設けられたのは1962年のことである O 民俗学者の任東権[1995: 74]の紹
介によると、文化財保護法第二条における文化財の定義は四項あり、その二項目に燕形文化財a
が該当する O 演劇や音楽、舞踏、工芸技者:j など「無7f~の文化的所産としてわが国の歴史上また



















































しかし、ある写真が、筆者が無自覚に固定していた視点を揺さぶったのである O それは、 2003





















































(r~翌週土号叶斗忍 J) 写真 r2003年核なき世界のための年越しマダンjパンフレット
には以下のように記載されている O
「ストゼ(自然、) [名 1 人の力を加えない天然そのままの状態。前~そのままの状態/
開発で致損された o 。人為。 2 無限な真理の物質的表現として我々の経験対象の全
体。 3 人と物質の回有性または本然性。前~の位置。 4 人類以外にある外界のあらゆ
る物質。[副]‘自然に'の省略形。明離れて暮らすので~心も遠くなる。J
また、 1983年に出版された f国語大辞典Ja号叶斗斗忍j)では、

















ある現象の全体。 ⑥〈経〉人類以外の外界のあらゆる物体。 ⑦〈教) r自然科jの省
略語。，ストゼ司， (自然、に)の省略語。J
と記載されている O 国語辞典における語義には、一、人間の力が加わらないもの 二、地理的
自然環境 三、哲学における物の「本性j 回、哲学における意識や経験の対象である「現象j





語5との共通点が見られる O 本来[自jは、「鼻なり、鼻の形を象るjの意味があり、 rlきJとは








































るO 家神信仰をもっ人々は自然〔地〕をむやみに破壊せず自然、を保存しようとする O 私た
ちは家事t信仰に人間と自然、の分け合い(斗廿;ナヌム)を見ることができる o [ミliil茎












動においても用いられている O しかし、いくつかの問題がある O このような自然観は、自然環
境問題が「発見jされた現代の立場から恋意的に民俗事象を引っ張りだし、自然保護と結びつ
けてはいないだろうか。このような自然保護の文脈における「自然Jとは、西洋概念の「自





















じめ (1895 または1896~1914) まで全南に所属した。 1895年に甲午改革が断行されるなかで、扶
安燃は「扶安郡jとかわり、牒監の代わりに郡守を置いた。この過程で、全羅左右道は全羅南北
道に改編され、娼島は1896年に新設された全南智島君j~ に編入された。その後1910年に日本の槌民
地統治が始まると、 1914年に行政区域の改編が行われた O これにより智島郡が消滅し鱈島は全南
霊巌郡に編入された。そして、 1963年に韓国政府の行政区域改編により再び、全北扶安郡に編入














1982 ;許主ミJ1984 ;包斗ス:R1993 ; 01汗者

























ある O そこには堂神図が掛けられており、ここでは長堂クッjが行われる O この堂神図は、 f扶
安郷土文化誌j[1980Jに記録があり、!一元堂には七位の神像が措かれており、このマウルの守護神
として象徴的機能をしている。J[沈雨歳1980:488]と述べられている O 一方、河孝吉の調査報告



















f韓国民俗綜合調査報告書j[1982: 183Jには、 rテイベノ 1)jは山の頂上にある願堂で堂祭
の堂クッをし、マウルに下り f主山まわり jをした後、海辺にUjて防長王祭jを行う O 祭儀が
始まる十五日前に元堂に不潔な人の接近を|坊ぐために禁純が張られる。jと記述されている O 禁
縄(舌歪)は不浄の進入を禁ずる点で注連縄と同等のものである O 現在では、 Jm~堂 tJ、外にも





在は伝承が途絶え島外に依頼し儀礼を続けている O 李圭昌は、「クッの執謹者は普通、 A女とい
えども祭官と開じくらい里長や不浄ではない部落民の中から一人を選ぶ。{需風が混融している
ためだ。J[1994: 45J と述べているが、現在では祭官はともかく A堂は絶えてしまい、これを守
ることはできていない。最後の世ー襲亙女はヂヨ・グンレ(三苦味) (1917 ~ 1995)である。彼女






Aを務めるのは、ヂョン・グンスン亙堂(祖舌合、 2006年現在82歳)である O 祭最Eの進行は


















く O 目前の海は潮が~I いて、干潟があらわれている。
図2 鰭患ティベノ 1)の祭紀行程
9 r時過ぎ、タンジェボンの入り口にある積石に到着し、そこで風物をひときわ盛大に演奏す
るo I堂山祭(す仕寸)Jであり、この場を「小さな堂J(斗会す)という O 農楽隊、そして亙堂
とその弟子、伝授を受けている l 氏を含め15人弱で、ある O 農集 i涼に混じって見物客1O~15人が登
頂する O
10時過ぎ、読祝官が祝文を読祝し、願堂クッが始まる。願堂クッは総称であり、その中身は、










ったりする O その後、農楽隊は大豆マウルに入っていく O 石段を上がり、ベンチのみある休憩
所に着くと、読祝宮が大木に向かつて、 2回礼をする O その後、円をつくって風物を演奏する O
これらを f議ピhiiJj姦J(号唱すせ刈)と言ったり単に「i白髪J(すせヰ)と呼んだりする。
これが終わると、一行は居住域の中に入っていく O マウルの東側から北へ外側を通るように風
物を鳴らし、ねり歩く O テイベノリ展示館や伝授館の後ろの畑を通り、大里小学校の前を通る O
現在は廃校となっているこの小学校の敷地内にかつて、大木の「益出禾Jがあったが台風の時













































ネ1Iや人がそこに位誼づけられる O まず、デ1)マウルの生活空間は図 3のように同心円に分類す
ることができる。このモデ、ルは、日本の村落構造として出された同心円モデル[福田1982Jを援
用したものであるが娼島のマウルもそれと一致する O 留では山が仁方、海が下方にあるがーと下

























あるマウルの男性、女性、こどもたちである O 境界域をめぐる主山田りは、 j長楽隊を始めとし






























水の状態 溺時 賎 暦 潮時 満潮 干潟
水が少しずつ
1マ (守口ト) (守口ト)10 25 1マ 3:50 10:10 
増える
2マ (干斗) 11 26 2マ (干ロト) 4:20 10:40 
水が多くなり始
(λ1斗) (ペロト)3マ 12 27 3マ 4:50 11:10 
める
4マ (叶}ロト) 13 28 4マ (叶ロト) 5:20 11 :50 
5マ (斗焚ロト) 14 29 5マ (ヰうえロト) 6:00 12:30 
6(叶うえロト)(入ト司サ
1) ;ポルムサリ 6マ(叶ろえロト)
水が最も多い 15 30 6:40 1 :00 
立喜入ト司，クムンサ1) (サ1)斗司)
ユ吾λト己n
7マ (包晋ロト) 16 7マ (包音ロト) 7:20 1:30 
8マ (C守認ロト) 2 17 8マ (吋弱ロト) 8:10 2:20 
水が滅り始め
(o}喜ロト) (0ト吾ロト)9マ 3 18 9マ 9:30 3:00 
る
10マ (包]:]ト) 4 19 10マ (笠ロト) 10:50 4:30 
水が少ない 11マ (包守口ト) 5 20 J¥ンゲ、キ(をオ!万n 12:00 5:50 
ハンゲキ(せ7Bオ) 5 21 テゲキ (rH7il万n 1 :00 7:00 
アチムチョグム
テゲキ(rH7Hオ) 7 22 1・50 8:10 
(0ト省主音)
水が最も少な
チョグム (主音) チョグム(主音)g 23 2:40 9:00 
しも
ムシ (手入]) 2 24 ムシ (王子信) 3:20 9:40 
李基嶺 20む3









蝿島テイベノリは、早朝夜明けとともに始まる O そしてタンジェボンに登る O 願堂クッが終
わった後に昼食をとることは変わらないという O これは願堂クッ後の飲福を兼ねているからで














て来臨し、十五日の退き潮に乗って帰るJ[野本1995: 199Jというのである O 婿島テイベクッでは
チョスン
祖先崇拝の儀礼は確認できないが、テイベを流す海は彼の世「ス1令 jであると言えよう O これ
ら儀礼の時間は、太陽と月の運行と連動して進んでいるのである O
表 2 儀礼の進行表
領 空間の 儀礼の 現地における意
時間 場所 行為の内容 担い手























{湾 チャグン 農楽を鳴らし、祭宮が 祭宮たち、
山 の「チャ 'フ
1984 タンジェ 堂簸を埋める 農楽隊
グンタンj
20J 
海 fヨ竜ンワ王ンI~岩ウィj 海岸下 東側竜 竜王簸を海に投(f入 ? 祭官














麓 (台風で キしをし、農楽を鳴らす。 マウル安泰
山J 山祭 農楽隊
fljれた)
海 fヨ竜ンワ王ンパ岩ウィj 海岸下 西側竜 竜王飯を海に投げ入 マウル安泰 祭宮




海 海岸沿 竜王飯 竜王飯を海に投げ入 マウルの
部魂供餐
岸 し、。 投げ れる。 女性
海 船着き ティベ送 歌を歌いながら、ティベ 厄を涜し、豊漁 マウjレの
岸 場。 を流す。 を祈額。 老若男女
母船がティベをきiっ張
日暮 f七山 厄を流し、豊漁 量豊楽隊、船
海 海 一 り、放す。ティベが流れ




山 一 ティベの桂霊童を確題。 離主/築宮
ンJ し1 重量議がある。
鰭障警の中、母離が縄つ 重量楽鶴、鉛
蜜 一 海 一
てくる。 主
居
翌B ファジュ 歓福笛決 共に飲食し、祭警護欝用
住 築の経わり 接官たち




















の心情に最も近いだろう O 全羅北道の農楽は地神踏み、井祭の性格を帯びているという O 鱈島
ティベノリでも朝から夕方まで風物がなり響き、農楽隊は欠かせない。「主山田り jは名前の通
り、主山の麓でエヨン網を集団で肩に担ぎ、ぐるぐる回るものである O この「トルギJの他に








( 1 )遊べ→(2 )信じよう→(3 )魚がきた→(4 )祈ろう①→(5 )祈ろう②→
( 6 )魚、をつかまえろ→(7 )エヨン網で回ろう→(8 )回っている→(9 )祈ろう、魚をつか
まえよう→ (10)主山由ろう、黄金のイシモチをつかまえて満船(豊漁)だ
紙幅の関係上、上記のうち歌詞で措かれている状況が変わる(1)， (5)， (6)， (8)， (10) 
のみ提示する O
( 1 )遊べ
斗i舎斗舎斗0]叶I]Jl/与二スト与二スト 52叶λ7与二スト (斗l舎寸舎斗0]寸丘)/社斗之上斗 41ァト手L十
社斗(斗!舎斗舎斗0]斗丘)/与二ストとこ社斗ス?己1~ oiλ1 ~二バ] (斗i舎斗会外i101 oj]丘)/~王
室干ヰヰ1~01王斗許ヰ(斗11%011 会寸 01oj1丘)/ごと云井手号ア1 吾季オ}与二什(斗}舎斗}会
叶10]oj]丘)/ミ言斗 hニヰァト美与二アト唱名 斗{吐外，2..0ト(叶1舎斗1会斗H与 叶Hさ斗，]0] oj] il.) 
[訳。エヨンエヨン エイエヨ/遊べ遊べ、若いから遊べ(エヨンエヨン エイエヨ)/行くぞ
行くぞ、わたしが行くぞ(エヨンエヨン エイエヨ)/遊べ遊べよ そこ、若いのだから遊ぼ
う(エヨンエヨン エイエヨ)/月も明るいね 月が出て明るい(エヨンエヨン エイエ
ヨ)/今日の一日を気分よく遊ぼう(エヨンエヨン エイエヨ)/遊んだ 遊んで 遊んで行
かないと 来年が来る(エヨンエヨン エヨンエイエヨ)] 
( 5 )折ろう②
01舎斗舎寸寸舎(吋i舎 oll%斗01%) /とこぺ1x什きoト号旦什 雪合 Y.Jl云o}号旦λ<1
( 01一号 011%01]01舎)/斗舎叶舎斗01舎(01舎斗舎斗叶1%)/吉叶主主λ<1 をoi号旦寸
.Jl71昔01号唱。?曇且ぺ1(斗i舎叶!会外1斗!1%)/斗1%叶1%斗101会(斗1会外1%斗|叶IHさ)/
唱。.!之刈)言。?曇且ぺi会母14若宮叶号且什(斗!舎叶1%叶l叶!舎)
[訳。エヨンエヨン エエヨン(エヨンエヨン エエヨン)/遊べ遊べ遊んでみよう 網を担
いで遊んでみよう(エヨンエヨン エエヨン)/エヨンエヨン エエヨン(エヨンエヨン エ
エヨン)/祈ってみよう 受け取ってみて 魚、がつかまることを祈ってみよう(エヨンエヨン
エエヨン)/エヨンエヨン エエヨン(エヨンエヨン エエヨン)/祈ってみよう 祈ってみ
よう 竜王様に折ってみよう(エヨンエヨン エエヨン)] 
( 6 )魚をつかまえろ
外!舎 01Hき外1斗!舎(叶1与叶}舎 01]叶}舎)/三;:71召ース十三壬ア1号至上ストli1す2叫じ十 三;:7]昔スト
(斗!会叶1%叶1ol ~与)/三壬アi 昔ストミξァi 号至上スト(斗}舎斗H告叶i 斗1%) /外H予付1舎斗叶1%
(叶!会 01会斗斗i会) /~8 Oì昔 λ:11 ~叶号至上。ト 坦せ♀{豆 ~8oi号音ぺ1(寸舎吋}舎
斗!叶1%)/~叶すぺ1 ~ oì 号昔ぺ!♀{王哩せ~叶苦ぺ1 (叶!舎 01]舎斗斗!舎)/斗i舎斗i舎
吋!斗!舎(斗会外!舎叶!叶!舎) /~cl oi平外 ~cl oi平ん1] ♀;玉音せ外1~à oi卒λ<1 (叶IHき斗}舎
叶!叶舎)/雪ス}すぺ1喧ス!す刈! 叫す2-叫ヰ雪ス1すぺ!1 (oll~一件1% 外1 斗!舎)
-22一
[訳。エヨンエヨン エエヨン(エヨンエヨン エエヨン)/イシモチつかまえろ イシモチを
つかまえろ テジャン前の海イシモチをつかまえろ(エヨンエヨン エエヨン)イシモチつ
かまえろ イシモチをつかまえろ(エヨンエヨン エエヨン)/エヨンエヨン エエヨン(エ
ヨンエヨン エエヨン)/ニシンつかまえよう ニシンをつかまえよう 謹山崎島 イシモチ
をつかまえよう(エヨンエヨン エエヨン)/カツオつかまえよう カツオをつかまえよう
婿島塗山 カツオつかまえよう(エヨンエヨン エエヨン)/エヨンエヨン エエヨン(エヨ
ンエヨン エエヨン)/ニシンすくえ ニシンすくえ 蝿島群山でニシンすくえ(エヨンエヨ
ン エエヨン)/イワシつかまえよう イワシつかまえよう テジャン前の海 いわしをつか
まえよう(エヨンエヨン エエヨン)] 
( 8 )回っている
社社斗寸社斗寸斗17}号。ト号社斗叫 (o1~と斗会 ò11o1 ~ト) /o11 % ò11 会斗 ò11~- (o1会叶1%
寸吋1%)/主主ス!すλ81主主スl号すλ81 叫す<if1:lトヰ苔ス}苦吟 (斗1%o1会 o1叶Hき)/ol]会斗)会
斗101舎(斗%o1]%叶)斗1%)
[訳。いーく 行くね行くね わたしがliって、いくね(エヨンエヨン エエヨン)/エヨン
エヨン エエヨン(エヨンエヨン エエヨン)/タチウオつかまえよう タチウオをつかまえ
よう テジャン前の海 タチウオつかまえよう(エヨンエヨン エエヨン)/エヨンエヨン
エエヨン(エヨンエヨン エエヨン)] 
(10)主山田ろう、黄金のイシモチをつかまえて満船(豊漁)だ
子せ晋ぺi手せ号ぺ1(o1H会外l舎外i外i舎)/ ♀司ロト金 子せ吾/--1](o1会 o1% o1 o1会)
岩外主主寸 岩外且ぺ1(叶}会叶!会 o1外i舎)/ 菩5<aオ己j三ヱ ミ言。ト旦ぺ1(寸舎 o1Hま吋!外i舎)
三~71 すバi 主71昔λ:1 (斗1%斗1%斗叶Hき)/ 号音若会 主アiすバ1(o11%外!舎 o1寸舎)
号音包λ81 号音堂λ81(吋}舎斗舎斗}斗1%)/ 三壬アl実01号音包刈1(o1会吋H年叶}吋Hき)
せせ包λ81 せ位営ぺ1(o11% o11%叶!斗1%)/ 三~71 ~ oi せ社営ぺ1(o1] % o1舎斗斗Hき)
[訳。主山由ろう 主山田ろう(エヨンエヨン エエヨン)/わたしたちのマウル 主山田ろう
(エヨンエヨン エエヨン)/遊んでみよう 遊んでみよう(エヨンエヨン エエヨン)/思
う存分 遊んでみよう(エヨンエヨン エエヨン)/イシモチつかまえよう イシモチつかま
えよう(エヨンエヨン エエヨン)/黄金のような イシモチつかまえよう(エヨンエヨン
エエヨン)/黄金だ 黄金だ(エヨンエヨン エエヨン)/イシモチの光は 黄金だ(エヨン
エヨン エエヨン)/満船だ 満船だ(エヨンエヨン エエヨン)/イシモチつんで 満船だ
(エヨンエヨン エエヨン)] 
「エヨンJ(斗舎)は掛け声である O この歌は舟歌で、あると言い、イシモチをはじめとした魚









を意味する O 例えば、全羅道の秋夕の民俗踊りである「カンガンスルレJもこれと同様である O
月明りの下、女性たちが手をつないで fカンガンスルレ」と歌いながら、ぐるぐる回る O この踊
りは丸い円と蛇行する線とを交代に描いていく完全な円と部分的な円との連鎖であり、これは
月の満ち欠けを模倣したものである[金烈圭2006: 132-133] 0 
「主LJ回りJは、「ファドンjと呼ばれる幼児を肩にのせた二人の男がそれぞれ両端に立ち、
その周りをエヨン綱がぐるぐる回る O このファドンは対になるべアを象徴している O それは入
れ替わり空にあがる太陽と月でもあるし、雄-雌の綱と名付けられている場合は男性と女性を

































然の理法や歴史の道理、人間の運命を象徴するものでもある o [金烈圭2006: 132-133J 
婿島テイベクッにおいて円は、物質で表されるのではなく「トルギ」という身体的行為で、動
的に表現される O 動的であることは、円のもつ循環性を表している O 円は始点も終点も上下左
右もなく均等で均質で、ある O 蝿島テイベノリの円は静的ではなく、交互に空にあがる月のよう
に、干満を繰り返す潮時のように、春に七山海を北上し越冬のためにまた南方に向かうイシモ
チのように循環する O 循環するものに力がある O だから「エヨンノレJを歌い、入も回るので




















ってくる O 異界とは臼常、登山が暗黙裡に禁止されているタンジェボンである O 外の世界の豊
鏡や生命力にふれるために境界を図るのである O 海も山と向じ異界である o I鰐島テイベノ 1)J 
ティウダ
の「ティ j は「司(茅)J である以前に「司 J とも表記された。これは I~ ♀斗(送る )J を意














































回大会 (2008年9月、於SheratonGrande Walker hil Hotel， Seoul; Korea)の「民俗jの分科において、
民俗学と環境問題の接合について発表した内容を、当日の議論をふまえて大幅に加筆修正した
















えられる O 別稿を用意したし '0
















ものであると論じている D これは韓国の自然崇拝を考えるうえでも参考できる O
7 2011年Google地図データに筆者が加筆。
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